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都
区
財
政
調
整
制
度
の
し
く
み
と
改
善
唾
甥
欝
羅
蒋

深
刻
化
す
る
財
政
危
機
と
対
策

　
不
況
と
イ
ン
フ
レ
の
同
時
進
行
と
い
う
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
下
で
、
昭
和
50
年
度
の
国
と
地
方
の
財
政
は
深

刻
な
財
源
難
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。
国
税
は
、
当
初
見
込

み
の
二
割
五
分
近
い
三
兆
几
予
億
円
の
大
減
収
で
、
地
方

税
も
一
割
二
分
の
一
兆
六
百
億
円
の
減
収
で
あ
る
。
東
京

都
は
、
6
月
補
正
後
の
都
税
収
入
見
込
み
一
兆
二
千
六
百

億
円
の
う
ち
、
一
壬
鉦
百
．
億
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
こ

の
う
ち
で
一
千
二
百
億
円
が
法
人
二
税
（
法
人
皐
業
税
・

法
人
住
民
税
）
分
と
い
わ
れ
て
い
る
。
二
十
三
区
の
当
初

予
算
の
税
収
見
込
額
は
、
二
予
五
百
二
」
－
八
億
円
で
あ
る

が
、
こ
の
一
割
二
分
近
い
三
百
億
円
が
減
収
と
見
ら
れ
て

い
る
。

　
そ
の
対
策
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
政
府
の
補
正
予
算
に

よ
る
と
、
国
税
減
に
対
し
て
は
．
二
兆
四
千
八
百
億
円
に
上

は
全
額
地
方
置
で
調
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
要
す
る
に

借
金
で
あ
っ
て
、
来
年
度
以
降
景
気
の
回
復
が
遅
れ
る
と
、

借
金
返
し
の
負
担
が
璽
圧
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
他

方
交
付
税
は
、
国
税
三
税
（
法
人
税
・
所
傅
税
・
酒
税
）

の
三
二
％
で
あ
る
か
ら
、
国
税
減
収
に
伴
い
、
当
初
見
込

み
四
兆
四
千
億
円
の
二
割
五
分
の
一
兆
一
千
億
円
の
大
減

収
だ
が
、
こ
れ
は
同
じ
く
国
が
借
金
を
し
、
52
年
度
以
降

地
方
自
治
体
が
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。
闇
題
が
先
に
く
り

延
べ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

都
と
二
十
一
二
区
の
財
源
難
と
対
策

　
そ
れ
で
は
、
右
の
対
策
に
よ
っ
て
索
京
都
と
二
十
三
区

の
財
源
難
は
打
開
さ
れ
る
の
か
。
地
方
税
減
収
補
て
ん
酸

が
認
め
ら
れ
た
か
ら
、
東
京
都
の
一
千
五
百
億
円
の
都
税

減
収
分
は
、
原
則
と
し
て
地
方
債
で
穴
埋
め
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
二
↑
三
区
の
区
税
減
収
分
の
穴
埋

F
＼
魅

　
　
　
講
蒲
遡
醤

禦
沢
鑛
壼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

め
起
債
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
未
定
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
地
方
交
付
税
は
ど
う
か
　
残
念
な
が
ら
現
行

制
度
で
は
、
栗
京
都
は
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
だ
か

ら
関
係
が
な
い
。
二
十
三
区
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
49
年

の
自
治
法
改
正
で
自
治
体
に
な
っ
た
の
に
、
地
方
交
付
税

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
都
区
合
算
制

度
の
た
め
、
本
来
な
ら
区
別
に
算
定
す
れ
ば
一
千
億
円
以

上
（
49
年
度
）
交
付
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、
全
く
交
付
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

都
区
財
政
調
整
制
度
の
改
善
策

　
1
1
月
2
5
日
、
二
十
三
区
議
・
住
民
代
表
は
、
「
特
別
区
財

源
獲
得
大
会
」
を
開
き
、
区
税
減
収
補
て
ん
や
都
区
財
政

調
整
改
善
を
国
や
都
に
要
求
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
都
区
財
政
調
整
制
度
は
、
地
方
交
付
税
に
準
じ
る
制
度

で
、
各
区
間
の
財
政
力
の
格
差
を
調
整
し
、
行
政
水
準
の

均
衡
化
を
は
か
る
制
度
で
あ
る
。
各
区
の
基
準
財
政
需
要

額
と
各
区
の
基
準
財
政
収
入
額
を
比
較
し
、
後
者
が
不
足

す
る
区
に
は
、
齢
か
ら
特
別
区
交
付
金
が
交
付
さ
れ
、
後

者
が
前
者
を
超
え
る
区
は
都
へ
特
別
区
納
付
金
を
納
付
す

る
。
50
年
度
の
納
付
区
は
港
・
渋
谷
の
二
区
だ
け
で
あ
る
。

　
50
年
度
の
都
区
財
政
調
整
の
算
定
に
よ
る
と
、
基
準
財

政
収
入
額
（
特
別
区
税
・
自
動
車
取
得
税
交
付
金
の
七
五

％
＋
自
動
車
重
量
譲
与
税
）
二
千
三
百
七
十
七
億
円
、
基

準
財
政
儒
要
額
三
千
九
百
億
円
で
、
差
引
き
交
付
金
一
千

五
百
二
十
三
億
円
（
世
田
谷
区
は
二
十
九
億
円
）
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
交
付
金
は
、
都
税
三
税
（
固
定
資
産
税
・

市
町
村
民
税
法
人
分
・
特
別
土
地
保
有
税
）
の
四
三
・
つ

％
（
調
整
率
）
に
あ
た
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
都
区
財
政
調
整
制
度
の
改
善
策
と
し
て

は
、
①
基
準
財
政
需
要
額
の
計
算
方
法
を
寒
惰
に
合
う
よ

う
に
し
て
、
都
税
三
税
（
調
整
財
源
）
の
調
整
率
を
引
上

げ
る
こ
と
②
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
都
区
合
算
規
定

を
廃
止
し
て
、
国
か
ら
二
十
三
区
へ
地
方
交
付
税
を
配
分

す
る
こ
と
③
当
面
の
対
策
と
し
て
、
都
税
減
収
に
よ
り
基

準
財
政
収
入
額
が
減
収
す
る
分
を
都
が
穴
埋
め
す
る
こ
と

な
ど
の
措
置
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

、、蜜

おざわ・たつお

武蔵大学教授／

地方財政論

　
昨
年
の
国
勢
調
査
で
、
区
の
人
口
は
八
十
万
を
オ
ー
バ
ー
。
こ
れ
は
、

鳥
取
、
島
根
、
福
井
、
山
梨
、
徳
島
の
五
県
よ
り
も
多
い
。
区
民
施
設

が
そ
れ
だ
け
必
要
な
わ
け
で
み
る
。
だ
が
、
国
・
都
の
補
助
金
と
実
際

の
費
用
と
の
差
が
大
き
く
、
区
税
で
穴
埋
め
す
る
も
の
が
多
い
。

写
真
ロ
松
沢
小
学
校
で
。

昭
和
49
年
度
各
会
計
決
算
な
ど
十
五
件
を
可
決

　
1
1
月
1
0
日
か
ら
十
九
日
間
、
第
四
回
定
例
会
が
開

か
れ
、
昭
和
4
9
年
度
各
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
十
五

件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

　
内
訳
は
、
決
算
の
ほ
か
、
補
正
予
算
二
件
、
条
例

改
正
三
件
、
区
道
の
認
定
五
件
、
そ
の
他
四
件
で
あ

る
。
ま
た
請
願
・
陳
情
は
、
二
十
件
を
議
決
、
新
た

に
三
十
三
件
を
各
委
員
会
に
付
託
し
た
。

●
一
般
会
計
第
二
次
補
正
予
算
（
賛
成
全
員
）

　
七
億
五
八
O
八
万
五
千
円
を
追
加
。
予
算
総
額
は
、

四
八
三
億
三
六
〇
二
万
三
千
円
と
な
っ
た
。

　
お
も
な
経
費
は
、
区
債
の
償
還
金
、
生
活
保
護
費

の
改
定
、
そ
れ
に
水
道
料
値
上
げ
の
補
充
な
ど
。

●
国
保
事
業
会
計
第
【
次
補
正
予
算
（
賛
成
全
員
）

　
高
額
療
養
給
付
費
な
ど
五
一
二
九
万
三
千
円
を
追

加
。
予
算
総
額
は
九
〇
億
七
三
五
八
万
三
千
円
。

●
昭
和
49
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾
瞥
噸
公
疲
、
毘
、
蝋
）

1
記
璽
は
二
～
三
ぺ
ー
ジ
ー

●
新
設
に
伴
う
敬
老
会
館
条
例
改
正
（
賃
成
全
員
）

野
沢
敬
老
会
館
　
野
沢
一
丁
目
8
1
1
5

●
区
施
設
の
区
域
外
設
置
の
協
議
（
賛
成
全
員
）

　
区
立
公
園
を
世
田
谷
区
と
川
崎
市
の
両
区
域
に
わ

た
り
設
置
す
る
た
め
、
川
崎
市
と
協
議
す
る
。
仮
称

宇
奈
根
公
園
1
1
鎌
田
二
丁
目
・
宇
奈
根
一
丁
目
・
川

崎
市
高
津
区
宇
奈
根
お
よ
ぴ
久
地
。

　
協
議
内
容
は
、
設
置
・
管
理
経
費
を
区
が
全
額
負

担
し
、
使
用
す
る
。
開
園
予
定
は
51
年
4
月
。

●
仮
称
砧
南
中
学
校
新
築
工
事
請
負
契
約
（
雛
）

契
約
金
額
1
1
四
億
一
八
O
O
万
円
。
契
約
の
相
手
方

口
㈱
協
栄
組
。
工
期
酵
52
年
2
月
。

　
祖
師
谷
巾
に
次
い
で
、
今
年
二
つ
目
の
中
学
校
の

新
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
と
四
階
建
の

二
棟
で
、
こ
の
間
は
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
る
。

●
職
員
給
与
条
例
改
正
（
賛
成
全
員
）
、

　
特
定
の
職
種
を
除
き
、
職
員
が
六
十
歳
に
な
る
と

昇
給
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
な
お
、
51
年
か
ら
三
年
間

は
順
次
六
十
三
～
六
十
一
歳
ま
で
適
用
す
る
。

●
職
員
退
職
手
当
条
例
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
都
職
員
に
準
じ
て
、
高
齢
職
員
の
退
職
手
当
の
支

給
基
準
を
改
め
る
。
『

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
（
賛
成
全
員
）

氏
　
　
名

山
口
進
太
郎

島
瀕

毛
利
慰
太
郎

山
本
千
枝
子

斎
藤
素
娃

　
　
寛
雄

策
萩
原
虎
雌

松
本
順
弘

擢鮒職
園　 護

竪靴業

太
子
堂
三
丁
目
5
－
4

若
林
二
丁
目
獅
1
1
1

宮
坂
二
丁
目
－
1
1
1

奥
沢
五
丁
目
1
1
i
6

成
城
四
丁
目
1
9
1
9

代
沢
三
丁
目
1
5
1
1

6

與
玉
川
二
丁
目
解
i
5

桜
一
丁
目
2
8
1
9

上
馬
四
丁
目
お
1
3

祖
師
谷
一
丁
目
n
1
7

盤

●
市
街
化
区
域
農
地
に
対
す
る
宅
地
並
み
課
税
再
検

討
に
関
す
る
意
見
書
（
賛
成
全
員
）
1
別
掲
！

●
報
告
四
件

o
宇
奈
根
雨
水
幹
線
そ
の
1
工
事
請
負
契
約
変
更
の

專
決
処
分
報
告

O
自
転
車
転
倒
肇
故
に
伴
う
損
害
賠
償
額
の
決
定
の

専
決
処
分
報
告

O
中
央
高
速
道
公
害
防
止
に
関
す
る
要
望
諮

o
L
P
ガ
ス
皐
業
者
救
済
に
関
す
る
要
望
書

●区道の認定5件
　　　（賛成全員）

桜
三
丁
月
5
・
6

代
田
六
丁
目
18
・
1
9
。
2
0
・
2
1
・
2
2

瀬
田
三
、
1
目
3

粕
谷
四
丁
冒
n
・
12

糠
嘉
評
罫
目
｝

　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
在

　
　
所

　
　
　
　
　
計

　
二
九
6
0

　
二
一
七
・
八
二

　
七
？
六
〇

　
九
．
T
O
⊃

瓦
、
四
．
五
二
9
八
四

延
　
長
（
層
）

五
、
九
、
瓦
一
『
二
六

凌
驚ξ電、

市
街
化
区
域
農
地
に
対
す
る
宅
地
並
み
課
税
再
検
討
に

関
す
る
意
見
書

　
都
市
農
業
は
、
畷
境
保
令
．
、
防
災
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

絶
対
必
要
だ
．
そ
の
た
め
、
宅
地
な
み
に
課
税
さ
れ
て

い
る
農
地
で
、
現
に
磯
業
を
営
ん
で
い
る
も
の
は
適
用

を
除
外
し
、
51
年
度
は
こ
れ
を
拡
大
し
な
い
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

　
11
月
2
8
日
議
決

内
閣
総
理
・
大
蔵
大
臣
、
衆
。
参
両
院
儀
長
あ
て

中
央
高
速
道
公
害
防
正
に
関
す
る
要
望
書

　
中
央
高
速
道
に
シ
ェ
ル
タ
ー
方
式
が
採
用
さ
れ
た
が
、

こ
の
出
人
口
周
辺
に
自
動
堪
公
害
の
集
中
発
生
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
シ
ェ
ル
タ
ー
に
浄
化
装
置
等
を
つ

け
、
万
令
を
期
す
と
と
も
に
、
周
辺
住
民
と
排
気
ガ
ス

・
騒
音
等
に
つ
い
て
ト
分
協
議
す
る
よ
う
要
望
す
る
．

　
10
月
π
日
提
出
　
11
月
10
日
議
会
報
告

日
本
道
路
公
団
総
裁
あ
て

」
P
ガ
．
ス
事
業
者
救
済
に
関
す
る
要
望
書

　
都
市
ガ
ス
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
L
P
ガ
ス
事
業

者
は
大
き
な
損
瞥
を
畳
け
て
い
る
。
国
は
、
次
の
点
を
早

く
立
法
化
し
、
生
活
安
定
を
ほ
か
る
よ
う
要
望
す
る
。
①

L
P
肇
業
者
の
商
権
を
確
認
し
補
償
す
る
②
撤
去
し
た

L
P
ガ
ス
諸
設
備
の
損
害
を
補
償
す
る
③
都
市
ガ
ス
事

業
者
と
同
じ
権
利
。
義
務
を
L
P
事
業
者
に
も
認
め
る
。

　
U
月
27
日
提
出
　
n
月
28
口
議
会
報
告

内
閣
総
理
∴
趨
灌
大
臣
あ
て



辱
　
　
約
束
し
た
財
源
は
都
に
強
く
交
渉
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
自
民
党
！

質
問
　
高
度
成
k
か
ら
低
成
長
へ
転
換
し
た
と
た

ん
、
世
田
δ
区
ち
．
み
の
べ
都
政
の
牛
、
敗
4
が
影

響
し
て
、
財
政
ヒ
傷
チ
に
随
っ
て
し
去
り
た
　
二

の
責
任
を
、
単
に
国
に
だ
け
押
し
つ
け
て
は
、
．
、
破

で
き
な
い
　
住
民
レ
一
．
丸
し
．
な
り
、
努
η
し
て
い

く
ニ
ヒ
が
第
、
だ
　
当
而
、
都
に
対
し
「
財
政
調

整
の
膚
算
定
」
「
人
件
費
万
の
、
返
還
」
か
．
強
く
要
請

し
、
区
が
超
過
負
担
し
て
い
タ
庁
、
の
補
償
か
、
さ
せ

よ
　
．
〃
、
保
育
料
の
ア
リ
ソ
、
区
當
宝
ノ
丁
、
じ
の

驚
行
な
ど
、
新
丸
、
財
源
右
．
策
も
考
え
よ
豪
q

嘆
の
見
．
恵
し
を
ど
う
老
ノ
託
て
い
る
の
か

区
長
　
投
資
的
経
費
の
保
留
な
ど
で
、
で
・
ざ
る
限

り
の
財
源
確
保
に
努
め
て
い
る
が
、
実
情
は
洲
常

に
厳
し
い
　
国
ち
や
2
．
地
δ
財
政
策
で
動
き
出

し
た
よ
う
だ
が
、
税
制
度
杖
ど
根
叙
的
改
善
が
絶

q
必
要
だ
　
都
に
q
し
て
ち
、
年
度
内
に
解
決
さ

ぜ
る
よ
う
各
区
．
致
協
ヵ
し
て
折
画
し
て
い
．
、
、

使
旧
料
等
の
改
定
も
検
討
巾
だ

質
間
　
都
甫
改
造
に
．
日
ち
早
・
＼
普
罫
し
、
防
災

に
備
え
よ
　
人
口
が
減
り
つ
つ
ち
る
ヘ
ノ
三
一
、
そ

ガ
千
v
ン
ブ
、
だ
　
新
築
、
の
際
、
住
民
．
に
コ
ン
ヶ
リ

ー
ト
造
り
を
指
導
す
る
の
ち
．
つ
の
存
法
だ

区
長
　
訓
胸
を
す
ぐ
作
成
、
で
ま
．
な
い
清
勢
だ
　
町

，
〕
く
り
は
段
階
的
に
杉
え
．
』
い
！
、

質
問
　
K
．
役
所
の
し
く
み
が
わ
か
り
に
．
￥
い
　
区

民
が
す
・
．
・
わ
か
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

区
長
　
事
務
桑
、
続
．
す
る
な
ど
改
善
し
て
，
、
層
！
、

期
　
　
幼
児
教
育
に
全
力
を
あ
げ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
公
明
党
－

質
問
　
区
覗
幼
稚
閥
は
、
私
曙
幼
稚
園
の
、
割
に

士
．
満
た
な
い
　
し
か
ち
幼
児
教
育
牽
、
至
く
受
け
ら

れ
な
い
f
供
が
、
実
、
に
ト
じ
ぼ
ぺ
ト
人
に
も
L
つ

て
－
、
、
る
　
K
迄
幼
稚
園
の
増
設
か
一
は
か
る
べ
き
だ

・
．
左
、
公
私
格
エ
準
、
な
・
じ
、
字
、
兄
負
、
担
の
補
助

を
　
韻
、
地
、
厄
優
完
－
＼
園
制
曳
も
彫
え
よ

区
長
・
助
役
・
総
務
部
長
卜
η
ヒ
は
い
え
な
い

の
ー
じ
、
私
ヴ
．
蛎
稚
園
㌧
リ
ヘ
ラ
ン
ブ
、
オ
内
晴

M
－
と
　
｝
！
、
，
．
）
一
り
、
　
け
．
じ
迂
」
レ
h
、
郵
ゐ
伽
」

－
ヲ
、
一
園
蝋
た
　
へ
－
臼
鷹
踊
助
額
・
．
弓
．
．
ー

ヘ
ノ
後
、
ち
都
」
蝦
瀬
か
．
働
悼
、
∫
班
目
一
ド
』
㌧
㌧

質
間
　
　
　
　
　
ン
の
乱
ぴ
．
は
暁
制
！
、
、
、
、
．
ぺ
■
，
」
ノ

　
　
、
増
て
公
熱
猛
設
が
レ
r
h
ト
唱
シ
』
」
ピ
趣
　
．
．
k
《

　
　
」
　
モ
れ
か
K
の
財
政
〃
、
『
唄
「
ー
る
饗
因
κ

　
’
る
　
レ
♪
た
、
ゾ
、
ー
～
、
i
卜
．
小
セ
店
ウ
其
、
序
策

ち
心
森
，
、
玉

区
長
・
建
築
部
長
　
尺
口
借
増
に
肩
號
」
る
り
－

加
〕
与
針
は
考
え
て
い
る
　
ブ
、
i
眉
、
－
￥
ハ
、
朽
．

伸
ρ
函
、
旭
賊
に
建
設
－
、
」
き
な
一
、
冒
な
穀
店
駆
．
出
’

冠
し
．
”
し
は
、
地
．
害
．
話
合
う
L
う
指
、
身
㌧
て
い
ノ

質
問
．
独
疏
嗣
設
．
　
．
．
制
厚
．
ん
り
設
置
は
、
わ
力

覚
つ
長
年
う
要
望
事
珀
だ
　
せ
ひ
ワ
．
現
Y
．
、
げ
．
、
ハ

区
長
・
助
役
　
区
民
つ
定
．
｛
化
に
ち
な
る
つ
二
、

機
聞
に
は
か
、
一
ド
、
｝
る
　
♪
・
．
、
に
庫
，
協
、
現
／
，
、
》
イ
、
．
～
ト

p
、
、
が
、
設
置
ル
．
検
匹
国
L
’
F
丼
、
｝
．
F
・

善
　
．
区
民
本
位
の
区
政
”
の
葦
育
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
共
産
党

質
問
　
．
新
区
政
に
穿
わ
り
て
Ψ
年
た
つ
が
、
．
、
区
民

－
り
側
に
暖
）
た
区
政
々
’
、
の
芽
が
、
小
、
、
r
、
】
な
か

ら
ち
　
ー
、
に
自
♪
て
篭
．
て
い
る
　
魑
．
二
で
、
緬
母

噂
、
弄
鱒
に
取
b
ー
む
早
舷
的
べ
陽
』
ん
か
．
、
K
民
に

わ
か
り
や
す
．
、
，
、
，
キ
リ
．
引
せ

区
長
　
村
ヘ
ノ
に
恵
圭
れ
な
い
左
へ
〕
弛
策
か
．
負

視
～
る
　
義
務
教
’
、
目
穂
設
D
確
保
に
8
努
め
た
、

　
　
　
ー
、
“
費
。
ぢ
q
、
常
費
の
蘇
滅
奉
．
ほ
－
』
り
』

質
問
　
保
占
園
増
設
キ
一
．
瓶
め
る
一
一
㌧
か
窮
．
一
角
！

民
問
に
保
育
か
．
託
し
て
、
何
ち
助
成
へ
　
、
（
、
け
な
p
、
ぜ

ー
、
h
，
d
順
ち
忌
要
だ
　
保
育
マ
マ
か
、
ふ
や
す
〃
曜
仏
、

民
噛
範
設
へ
の
助
成
な
ど
、
区
独
目
つ
～
か
．
打
．
冒
」

区
長
　
要
望
か
強
’
、
、
保
育
6
政
に
は
、

ノ
、
れ
た
p
、
》
　
増
設
。
用
地
取
得
は
ち
ち
ろ
ん
、

・
、
目
マ
マ
つ
丙
遇
・
資
格
改
浜
か
．
魚
い
で
検
．
註
づ
ゾ
ゾ

質
闇
”
　
小
ら
写
梓
』
、
の
凪
川
脚
常
化
、
か
．
占
へ
、
、
す
ベ
レ
．
、
．
邦
」
　
k
’

セ
、
地
域
、
に
、
目
っ
た
、
、
、
．
一
公
閲
か
、
放
払
．
．
・
つ
ノ
、
p
、

伺
明
者
に
目
1
管
理
さ
せ
、
丸
は
ど
う
か

区
長
　
ー
て
に
．
．
．
抜
、
を
新
設
し
、
へ
〆
q
は
緊
『
『
出
か

要
」
る
巾
学
！
織
設
し
て
い
る
　
、
、
、
．
公
園
か
．
地

賊
で
音
哩
ア
る
つ
は
琶
成
，
．
㌦
の
で
、
ジ
一
↓
与
同
で

責
、
」
士
ひ

ト
　
　
ー
　
　
、
／

質
間
　
K
民
の
側
に
覗
つ
職
員
か
．
喪
成
せ
k

区
長
　
凄
遇
研
修
奉
、
充
実
．
し
て
、
職
員
つ
目
覚
～

促
し
て
一
、
㌧
「
．
た
『
、
曜

覆く僻区危て鵠‘㍗、質
・り￥長機㌧』…腹間

く
、

質
問

㌧
、
、
吊
な

．
・
建
・
謹
し

倉
噛
ち
借
地
・
借
家
〃
式
で
ふ
や
し
て
い
け
。

区
長
　
柑
隣
閥
題
で
建
設
が
遅
れ
て
い
る
が
、
で

ヤ
、
、
る
だ
け
努
〃
す
る
　
保
母
の
給
与
等
も
都
に
改

亭
ド
．
喫
，
副
㌃
る
　
K
の
財
、
瞭
だ
け
の
学
童
保
育
も

ー
友
L
で
．
増
設
に
努
め
た
い

質
間
　
精
源
名
潔
習
ホ
ー
ム
建
設
の
た
め
、
調
査

費
か
．
、
r
算
■
ー
セ
k

区
長
　
罵
に
ち
必
唆
性
．
を
、
訴
え
、
建
設
を
進
め
て

、
　
㌧
？
一
一
、

質
問
　
区
の
諮
岡
機
関
が
形
式
的
す
ぎ
る
。
運
営

与
法
や
．
〆
丙
必
ゆ
隆
か
．
．
再
検
討
せ
よ
．

区
長
　
臼
民
の
声
か
．
k
映
さ
せ
る
方
法
な
ど
を
考

㌦
㌧
F
」
、
　
ア
　
i

　
　
財
政
危
機
を
ど
う
突
破
し
て
い
く
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
社
会
党
－

　
改
肩
ー
尚
髪
嚇
、
k
政
簾
の
実
敗
は
、
財
政

㌧
碍
㌔
、
、
午
字
旧
漬
の
発
行
や
戦
後
初
の
減

　
か
．
・
㌔
、
，
た
　
都
主
ノ
レ
五
百
億
円
の
赤
字

　
．
冠
し
、
U
，
体
的
に
ど
う
祈
応
す
る
の
か
。

．
財
政
危
磯
月
粥
を
、
区
長
会
で
都
と
自

　
　
』
強
．
憂
一
甲
「
｝
た
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

　
ト
租
に
乍
り
ぬ
よ
う
最
大
の
努
力
を
し
て

　
保
育
閑
は
、
年
問
圧
園
は
絶
対
建
て
よ
。

　
ち
の
k
り
、
安
価
ー
ソ
、
用
的
な
資
材
で
多

　
　
、
保
月
D
窃
遇
ち
改
善
せ
よ
、
学
童
保

民
；
支
ほ
ー
馳
弥
は
欠
き
い
。
区
は
、
財
政

、
姥
ノ

蕊を質
滅問

．
．
．
＜
イ

』
．

・
露
ノ
ー
－

誌
一
岩

一
㌧
．
，

区
長

、
、
課
悦
資
料
ち
取
り
寄
せ
検
討
し
て
い
る
。
新
し

い
課
税
b
、
h
ち
．
．
卜
．
．
．
区
共
同
で
進
め
、
都
を
通

p
．
＝
旧
り
泊
吋
庵
、
巾
晶
し
た
い
，

質
問
　
吊
漸
目
治
依
ヒ
い
え
ど
ち
、
人
件
費
は
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
閤
題
と
し
て
真
剣

　
　
”
未
登
録
住
民
”
に
も
区
税
を
払
わ
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
－

　
明
源
確
保
の
．
っ
と
し
て
、
区
税
の
滞
納

ら
よ
与
暇
か
必
要
だ
．
滞
納
整
理
率
を
二
十

　
　
位
に
す
る
よ
へ
、
努
力
せ
よ
。
ま
た
、
税

．
．
自
担
㌧
レ
、
イ
う
ニ
ヒ
か
ら
、
区
外
に
住
民
登

一
な
ノ
、
厚
ら
、
世
田
谷
区
に
住
ん
で
い
る
人
の

．
、
匂
え
　
二
白
人
た
ち
も
区
の
恩
恵
を
受
け

ー
、
当
歌
、
課
撹
で
き
る
は
ず
だ
．
自
治
省
で

ー
、
『
．
認
め
て
，
、
》
る
り
で
、
真
剣
に
櫃
討
せ
よ
。

・
助
役
　
公
中
負
撹
の
瞭
則
を
基
本
に
、
時

雪
リ
ウ
諺
す
限
り
調
査
し
て
課
税
し
て
い
る
。

　
識
〃
．
同
L
・
、
ぜ
る
こ
と
も
肝
要
だ
。
区
民

　
、
う
、
、
ろ
提
案
が
あ
り
、
区
外
居
住
者
へ

に
考
え
る
と
き
だ
。

こ
の
際
、
事
務
の
統

へ
口
、
元
化
を
は
か
り
、

人
事
。
予
当
制
度
を

再
考
す
べ
き
だ
、

区
長
人
件
費
だ
け

が
財
政
難
の
原
因
と
は
い
え
な
い
，
地
万
自
治
体

で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
不
可
欠
な
経
費
だ
が
、

よ
く
検
討
し
て
効
率
化
を
は
か
る
、

2全
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〆難麟隷翻

　　111

』〔聡偽

・
入
費
収

学授姶食貧会，摺よ、太『』験、捌理場新股によ1）倍増七なoた

昭
和
49
年
度
各
会
計
決
算

臨
果

懸
圓
）

。この
83円で、

年より

しとな

一糎ロ団【轟一

　
審
議
に
あ
た
っ
て
、
決
算
の
概
要
を
区
側
は
次

の
よ
う
に
説
明
し
た
。

　
急
変
す
る
柱
会
情
勢
の
巾
で
、
あ
ぐ
ま
で
健
全

財
政
を
堅
持
し
つ
つ
各
種
の
襲
業
を
行
な
っ
た
、

財
政
面
で
は
、
物
価
騰
貴
分
と
し
て
都
の
交
付
金

が
あ
っ
た
こ
と
、
職
員
の
給
与
改
訂
差
額
分
の
起

債
発
行
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
が
、
例
年
と
異
な
っ

た
点
だ
。
実
際
に
は
、
給
与
差
額
の
支
払
い
が
50

年
度
に
伸
び
た
た
め
、
執
行
率
が
若
干
ダ
ウ
ン
し

た
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
ほ
ぽ
順
調
に
財
政
が
運
営

で
き
た
。
施
策
と
し
て
は
、
「
快
適
で
調
租
の
と
れ

た
町
の
建
設
」
、
「
明
る
く
文
化
的
な
教
育
環
境
の

整
備
」
、
「
健
康
で
安
全
な
く
ら
し
の
充
実
」
を
三

本
の
柱
に
掲
げ
、
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
噴
業
を
執
行
、
成
果
を
あ
げ
た
。

　
こ
の
説
明
に
対
し
て
委
員
会
で
は
、
総
含
副
画

の
見
直
し
、
財
源
確
保
へ
の
貝
俸
簾
な
ど
を
指
摘
．

「
新
区
長
と
し
て
の
甦
田
谷
区
将
来
計
圃
を
す
ぐ

に
立
て
る
べ
き
だ
」
、
「
防
災
対
策
に
も
づ
と
力
を

注
げ
」
と
質
問
。
区
長
は
、
「
こ
の
決
算
審
議
で
指

摘
を
受
け
た
こ
と
を
ト
分
生
か
し
て
、
住
民
本
位

の
区
政
を
進
め
て
い
く
．
．
財
政
難
の
今
日
、
そ
れ

に
応
じ
た
．
長
期
・
中
期
計
圃
が
必
要
で
は
あ
る
が
、

ま
だ
表
明
で
き
な
い
情
勢
に
あ
る
。
従
来
の
区
政

を
全
く
チ
ェ
ン
ジ
す
る
の
で
な
く
、
立
遅
れ
て
い

た
区
民
福
祉
を
最
優
先
に
取
り
組
む
」
と
答
弁
。

ま
た
助
役
ば
、
　
「
区
で
行
え
る
防
災
対
策
を
一
層

強
化
し
た
い
」
と
そ
の
決
意
を
表
明
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
人
件
費
増
と
職
員
の
増
員
問
題
、

区
内
業
者
育
成
の
た
め
の
契
約
制
度
の
検
討
、
各

種
団
体
へ
の
助
成
の
あ
り
方
、
区
税
の
公
平
負
担

な
ど
、
行
財
政
を
め
ぐ
る
広
範
囲
の
質
疑
が
か
わ

さ
れ
た
。

福
祉
・
環
境
問
題
　
毎
年
増
設
し
て
い
る
の
に
、

入
園
で
き
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
保
育
園
！

区
民
要
望
の
強
い
こ
の
対
簾
が
大
き
な
論
点
に
な

っ
た
，
　
「
安
全
性
が
保
障
で
き
れ
ば
、
簡
易
な
建

物
で
よ
い
か
ら
数
多
く
つ
く
れ
」
、
「
保
育
料
を
ア

ヅ
ブ
す
べ
き
だ
」
、
「
入
園
規
準
を
改
め
、
困
っ
て

い
る
人
を
優
先
的
に
…
」
、
「
当
面
、
保
育
マ
マ
を

ふ
や
す
方
法
を
」
、
「
保
育
時
問
を
延
長
で
き
な
い

か
」
等
々
。
こ
れ
ら
に
対
し
掲
当
部
長
は
、
「
保
肴

園
建
設
専
門
の
副
主
幹
（
課
長
）
を
設
け
、
一
段

と
力
を
注
ぐ
。
入
園
規
準
や
保
育
料
の
改
定
も
今

検
討
中
で
、
改
善
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
て
い

く
。
保
育
マ
マ
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
資
格

を
考
え
直
し
た
い
」
と
説
明
。

　
ま
た
、
不
況
に
よ
る
区
民
の
生
活
を
守
る
た
め
、

中
小
企
業
へ
の
貸
付
資
盆
制
度
の
改
善
、
窓
ロ
サ

ー
ビ
ス
の
検
討
、
さ
ら
に
生
業
資
金
の
増
額
な
ど

が
要
望
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
各
種
老
人
対
策
、
保
健
セ
ン
タ
ー

の
業
務
・
管
理
、
ろ
う
あ
者
な
ど
身
体
の
不
自
由

な
人
へ
の
施
策
、
国
民
年
金
の
P
R
徹
底
、
出
張

所
の
再
．
編
成
と
業
務
内
容
、
区
民
施
設
の
効
率
的

利
用
、
消
防
団
の
充
実
、
公
害
検
診
の
工
夫
な
ど
、

身
近
な
問
題
が
い
ろ
い
ろ
取
り
上
げ
ら
れ
た
．

土
木
・
建
築
問
題
　
不
法
占
拠
を
し
て
い
る
た
め
、

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
下
水
道
が
布
設
で
き
な
い
地

域
が
あ
る
、
区
は
断
固
と
し
て
こ
れ
を
撤
去
せ
よ

と
の
強
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
民
有

地
と
の
塊
界
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
な
ど
、
困
難
な

間
題
が
あ
る
が
、
下
水
道
を
入
れ
る
個
所
を
策
中

的
に
取
り
組
む
．
絶
対
残
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
応
答
．

　
ま
た
、
旧
途
地
域
指
定
後
も
、
相
隣
問
題
が
ふ

え
て
い
る
現
状
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
た
だ
し
た
。

区
と
し
て
は
、
相
談
の
八
、
J
％
以
上
は
解
決
し
て

い
る
が
、
区
民
の
介
添
え
と
い
う
立
場
で
円
満
解

決
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
る
と
答
弁
。
さ
ら
に
、

地
域
指
定
を
再
考
す
る
か
と
の
質
間
に
、
区
長
は
、

将
棄
の
展
望
を
住
民
と
よ
く
話
八
口
っ
て
考
え
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
私
道
整
備
、
側
構
の
ふ
た
か
け
の

早
期
実
施
、
緑
道
建
設
に
伴
う
器
材
等
の
管
理
、

ユ
ニ
ー
ク
な
公
園
の
建
設
、
地
盤
沈
下
の
原
因
追

及
な
ど
、
都
市
整
備
の
も
ろ
も
ろ
な
問
題
が
検
討

さ
れ
た
。

教
育
問
題
　
教
育
指
導
の
あ
り
方
、
学
級
数
の
多

い
過
ぺ
校
対
策
、
通
学
区
域
の
変
更
な
ど
喧
婆
問

題
が
問
わ
れ
た
。
こ
の
間
題
に
区
側
は
次
の
よ
う

に
答
え
た
。

　
教
職
員
の
研
修
を
い
ろ
い
ろ
実
施
し
て
指
導
し

て
い
る
、
過
大
校
の
周
辺
旧
地
を
買
収
し
て
い
く

方
法
な
ど
で
き
る
だ
け
心
が
け
て
い
く
。
通
学
区

域
の
改
正
俗
業
は
、
玉
川
地
区
を
終
え
、
現
在
砧

地
区
を
行
な
っ
て
い
る
。
五
年
先
を
メ
ド
に
再
編

成
し
た
い
．

　
そ
の
ほ
か
、
学
佼
設
備
の
改
善
、
蒜
少
年
対
策

の
強
化
、
用
賀
調
趣
場
地
盤
沈
ド
の
話
合
い
経
過
、

社
会
体
育
の
充
実
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。
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爺

過
密
地
域
の
改
造
に
取
り
組
め

質
問
総
・
、
計
噂
ゲ
、
見
直
し
、
過
密
住
宅
地
城
の

生．

活
環
境
の
改
造
に
取
り
組
め
へ
民
社
〕
。

区
長
・
建
築
部
長
　
総
侮
請
画
は
、
住
民
の
合
意

が
得
ら
れ
ノ
将
来
属
望
に
？
・
り
直
す
　
町
づ
く

い
は
、
過
密
住
宅
地
に
重
．
点
斎
、
お
い
た
総
合
的
な

企
画
が
必
要
だ
　
ど
り
・
玉
う
に
取
り
組
む
か
は
、

よ
．
酌
”
係
者
ヒ
目
談
し
て
決
め
て
い
き
た
い

質
問
　
51
年
度
は
精
神
的
な
活
弼
に
力
を
ノ
、
れ
、

財
源
↓
か
か
ら
な
い
鬼
策
を
匡
7
λ
よ
（
無
所
属
｝
，

区
長
　
区
長
か
、
筆
頭
に
．
致
団
結
し
て
、
住
民
牧

位
占
区
政
に
疑
、
η
主
る
心
溝
え
だ
　
財
源
の
な
い

時
期
に
こ
一
．
二
経
費
が
か
か
ら
な
い
で
、
区
民
が
期

待
し
て
’
、
）
る
施
策
か
、
ソ
レ
冗
る
　
民
…
同
の
有
識
名
か
一

活
哨
す
る
な
レ
一
、
各
補
．
つ
厨
壌
か
、
艦
め
た
ひ
、
｝

質
問
　
2
、
は
固
定
資
．
咋
評
価
か
え
が
b
わ
れ
る

地
代
・
家
貨
丙
便
喚
槙
L
・
ド
｝
か
．
ン
、
、
サ
、
る
な
ヘ
ユ
哩

建
築
・
企
画
部
長
　
傾
、
嘱
値
卜
、
，
．
一
、
－
．
禁
止
し
た
b

政
喧
遠
等
の
趣
旨
　
徹
ピ
㌃
、
．
、
．
る
・
．
ハ
う
配
慮
す
る

質
問
労
働
行
政
力
窓
口
卓
、
っ
、
・
れ
（
社
へ
づ

区
長
　
労
働
　
導
　
昌
署
な
ど
っ
磯
能
ヒ
は
朋
に
、

中
小
企
業
に
働
．
＼
人
た
ち
ハ
匿
謡
ル
．
し
て
い
・
・

質
問
　
出
張
所
か
一
，
K
民
討
戚
の
場
r
コ
、
、
、
，

、
ー
セ
ン
欠
－
と
ド
て
．
区
民
に
提
供
せ
よ
〔
公
明
・

企
画
部
長
　
ソ
9
・
・
，
ヶ
－
、
－
チ
：
ム
か
、
絹
ん
て
、

区
民
の
拝
ロ
ン
ト
し
．
泥
提
供
よ
る
k
う
極
、
司
巾
だ

⑨
　
老
人
専
用
ア
パ
＾
を
設
辱
よ

繕
編
易
㌧
嫌
鐸
．
魁

提
供
せ
k
へ
共
殖
・
　
ザ
㌣
、
享
旧
．
－
～
・
　
、
－
〃
、
設

置
せ
k
〔
公
川
・

区
長
・
福
祉
部
長
　
早
朗
実
、
現
に
努
力
す
若
、
当

面
、
－
、
－
ラ
ソ
ズ
・
駆
あ
れ
ば
K
か
ト
助
け
し
た
，
、
、

質
問
　
ふ
じ
孜
イ
つ
乙
用
．
、
プ
、
ド
．
ソ
、
．
喧
下
甲
、
．
玉
也

城
に
ち
臨
昏
巨
ゴ
、
】
レ
翠
↓
．
な
F
、
二
認
　
・
蒙
た
、
へ
幡
山

路
線
か
、
月
由
レ
．
タ
、
一
延
t
餐
、
一
」
ハ
（
μ
魔
一

福
祉
部
長
　
現
臼
っ
確
、
u
－
旧
囲
か
ら
み
て
難
し
い

鳥
由
長
で
は
吏
．
碗
事
情
な
ビ
か
ら
で
・
．
．
、
な
い

質
問
　
服
じ
対
策
会
議
で
、
N
D
ハ
騒
、
目
低
卜
）

作
戦
の
徹
底
、
被
害
の
楠
償
問
題
な
ど
ち
画
誠
せ

k
厘
唯
．
制
限
〃
．
守
ら
せ
る
P
k
を
行
え
（
公
明
一

環
境
部
長
　
当
曲
、
野
沢
砲
区
り
旺
路
改
鹿
ゲ
、
横

討
す
る
　
補
償
問
題
等
は
、
箔
、
飢
か
ら
詞
歳
し
、
な
、

い
・
榎
．
た
’
、
）
　
．
区
民
力
陳
、
度
制
隈
巫
肋
に
ち
で
ゑ
．
る

だ
ゆ
一
働
レ
翠
．
．
か
け
る

質
問
　
ー
1
排
次
〕
碍
，
制
強
化
に
伴
「
、
恩
、
公
害
防
．

一．

設
備
力
融
資
制
度
⇒
充
実
、
か
．
は
か
れ
・
共
、
・
咋

環
境
部
長
　
据
置
．
刺
岡
の
延
長
は
、
他
の
助
咳
制

階
！
．
し
．
併
せ
、
て
ぜ
レ
．
ん
た
p
、
｝
　
融
資
額
よ
、
．
区
」
が
認
め

た
場
・
、
目
は
噌
額
が
可
能
だ
｝

圖

保
健
セ
ン
タ
ー
は
幅
広
い
活
用
を
考
え
て

質
問
　
保
偉
．
セ
ン
γ
－

基
L
㌧
一
せ
k
　
医
師
・
、
バ

櫓
樹
調
整
は
あ
F
，
‘
レ
メ
、
）
、

助
役
　
独
之
派
算
制
は
、

る
う
て
慎
璽
」
険
．
討
ー
ん

所
ら
や
植
刊
開
線
は
は
・

質
問
　
保
雌
レ
．
ン
欠
－

な
　
公
設
艮
審
口

p
、
、
か
へ
目
民

助
役
　
r
へ
一
℃
、
経
費
ヲ

（
成
は
、
他
小
り
例
岸
．
響

質
問
　
保
健
セ
ン
ハ
、
・
－

卍
療
、
ア
㌧
応
し
ゐ

衛
生
部
長
　
休
目
，
．
巾
療

　
　
．
V
、
目
㌧
，
・
　
、
一
、
　
　
一
♪
　
　
、
　
一

レ
一
4
拝
，
一

㏄
買
問
　
食
砧
梅
在
、
，
↓
．
充
卍

串
㌧
■
蛉
．
、
叫
」
、
叶
．
設
け
k

衛
生
部
長
　
試
験
噛
」
耳

？
・
　
㌧
・
．
r
口
目
髭
る
二
一
一

質
問

ノ
～

衛
生
部
長

つ
噌
築
、
－
ノ
ー

．つ　ン　 1僧’；ド飛　1｝，ヤ　＝与　『人、ニ　ン

自欠は、，1制薮師マ
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学
校
を
『
つ
建
て
る

に
は
、
約
三
十
五
億

円
が
必
要
…
。

子
供
た
ち
の
明
る
い

声
の
中
で
、
新
し
い

校
舎
が
蒼
々
と
建
て

ら
れ
て
い
る
。
写
真

口
明
正
小
学
校
で
。

防
災
も
考
え
た
道
路
づ
く
り
を

質
問
　
防
災
d
策
に
ち
な
る
道
路
づ
く
り
の
新
し

，
、
）
杉
え
な
を
．
小
せ
　
都
の
都
南
計
画
街
路
を
区
で

ち
肖
換
討
廿
．
k
（
自
民

土
木
・
建
築
部
長
　
区
民
宝
活
に
密
着
し
た
道
路

網
ρ
整
備
・
．
－
災
L
必
塵
　
岨
路
の
建
設
を
考
え

て
一
。
㌧
・
都
　
街
路
網
を
再
倹
討
中
な
の
で
、
早

・
訊
沸
、
9
、
出
す
k
ら
，
強
．
・
申
し
ぺ
れ
る
、
、

質
閤
　
中
に
田
、
蹴
．
沢
方
面
の
．
卜
水
道
工
事
が
遅

由
て
い
る
　
打
開
策
〃
甲
．
弘
せ
（
公
明
）
。

土
木
部
長
　
呑
川
卜
漉
の
河
川
改
修
を
早
め
る
こ

』
．
だ
　
都
に
冠
し
強
力
に
、
要
請
し
て
い
る
、

質
問
　
卜
底
咀
の
整
備
を
、
年
次
計
画
ど
お
り
国

・
都
に
実
．
哩
潔
．
一
せ
玄
（
自
民
）
ウ

土
木
部
長
　
都
は
、
5
5
年
度
で
区
部
の
尽
、
」
％
普

受
乍
目
ぺ
．
L
て
い
る
　
、
区
も
受
託
工
事
を
ふ
や
し
、

都
に
促
進
か
、
強
く
働
v
．
、
、
か
け
る
，
．

質
間
　
卜
穴
岨
つ
苫
及
が
遅
れ
て
い
る
地
域
の
側

講
～
㌧
｝
．

ー
』
整
醐
せ
k
バ
公
明
2
目
民
）
。

土
木
部
長
　
放
置
で
・
．
麟
、
な
い
個
所
な
ど
に
は
、
側

溝
改
修
や
ノ
ケ
・
掛
け
か
．
百
（
、
笥
て
い
く
、

質
問
　
旧
E
屯
．
趨
り
の
駒
沢
～
瀬
田
問
は
、
区
民

力
岬
康
－
．
畷
覧
∴
擁
の
回
復
を
は
か
る
遵
路
に
つ

・
り
ー
　
　
長
F
琉
へ
κ
L
－

土
木
部
長
　
健
、
康
イ
　
　
　
（
道
銘
に
し
た
い
。
興

体
的
に
は
、
申
耐
は
、
．
中
線
と
し
、
歩
道
を
両
側

に
設
．
一
、
ゲ
d
ー
ン
ベ
生
ト
ゲ
、
配
置
す
る
．

質
間
　
．
哩
り
、
ス
・
k
、
、
レ
の
建
売
住
宅
が
ふ
え
て
い

る
　
建
設
．
指
導
与
針
を
改
蕩
せ
よ
、
ま
た
、
ア
ハ

ー
ト
に
管
理
ノ
、
の
設
置
を
義
務
づ
け
よ
（
公
明
）
。

建
築
部
長
　
建
物
は
煙
法
な
の
で
、
大
変
難
し
い
。

僧
認
申
，
一
っ
段
阻
て
k
．
・
指
導
し
た
い

⑨
幼
児
警
に
公
共
施
設
を
活
用
せ
よ

質
問
　
－
い
足
「
げ
「
、
『
、
v
る
幼
稚
園
を
補
う
た
み
、
児

．
黒
街
隣
、
、
公
比
、
範
設
で
幼
児
教
育
を
行
え
な
い

か
　
K
臣
幼
稚
園
に
身
障
児
の
ー
、
園
が
決
ま
っ
て

■
、
・
る
か
、
ド
、
・
，
q
心
づ
る
の
か
（
公
明
　
。

教
育
長
・
厚
生
部
長
学
検
教
育
法
の
適
弔
を
受

け
．
究
‘
．
も
、
設
置
り
環
か
あ
り
実
、
施
が
で
き
な
い
。

巳
計
。
．
．
．
卜
、
司
」
ト
、
な
事
業
を
行
な
っ
て
は
い

　
　
　
　
　
　
　
一
は
介
添
員
．
、
一
配
置
す
る
．

質
問
　
　
　
　
　
　
例
策
、
へ
－
後
の
校
舎
増
築
計

　
　
　
　
　
　
　
榊
，
の
敵
築
は
、
学
佼
閲
放
を

『
、
・
．
．
，
、
設
■
『
．
よ
仮
得
．
匿
田
谷
区
民
の
祭
ρ

　鐸近の財政難とはうらはらに、入幡な成艮を示した昭和49年贋昌会謝決
算が、今定働会に1＝程された。
　区議会では、この議案を田議するため、特別婁員会を全識員（響㌫融）

の構成で設置。11月14臼から七日問にわたり箔臓を行なった。その精果、

28日の本会議で各党の意見蛋明後、賛成多数で認定した。
　昌会計の決算額は別表のとおり。

i三つの会5十の収支差額28億9662万ng5P円は、50年慶へ爆越1二なる。この

うδ、一般会計で50年凄隠途が決まっている経費は、12億5039万0683Rで、
理越合3十額から差引いた16億4623万0269円が実質の黒字である。例年より
もrO億鰐黒字額が多いのは、職輿の総与差額の支払が50年慶1こ持越1．ノとな

ったためである。

　
　
　
　
　
　
　
＾
曇
薯
』
　
　
h
瞬

　
　
　
　
　
　
鑑
麟
鞭

　
　
　
　
蕪
難

灘灘

　
　
　
　
　
　
鳴
畢
灘
－
揖
　
煽

　
　
　
　
　
　
婿
　
　
蔓

R
撫
灘
灘

鷺
翻
鍵
羅
難

千
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
義

　
　
　
　
　
　
　
態
　
逮

bも

）

嶺獅弊魂播、鴫試支出

を
開
催
せ
よ
（
自
民
）
。

区
長
・
教
育
長
　
地
域
の
実
、
情
、
緊
急
度
を
考
え

て
進
め
た
い
。
地
域
体
育
餌
と
し
て
鹸
層
化
を
考

え
て
い
く
．
．
”
祭
り
”
は
地
域
の
連
帯
感
を
育
て
る

よ
い
方
法
な
の
で
、
企
画
を
練
っ
て
い
き
た
い
、

書
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
長
期
展
望
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
民
党
－
賛
成

　
わ
が
党
は
、
49
年
度
予
算
を
編
成
す
る
際
、
「
生

活
環
境
の
整
備
」
「
社
会
福
祉
対
策
の
充
実
」
を
強

く
要
請
し
た
．
幸
い
決
鱗
で
は
、
税
収
の
順
調
な

伸
び
に
よ
り
、
苫
慮
し
な
が
ら
も
こ
れ
ら
の
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
は
い
え
、
今
や
急
激

な
社
会
惜
勢
の
変
化
で
、
区
の
財
政
運
営
は
非
常

な
危
機
に
あ
る
。
区
長
み
ず
か
ら
陣
頭
に
立
っ
て
、

こ
れ
を
打
開
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
だ
．

　
起
債
が
ふ
え
た
が
、
ま
だ
余
力
が
あ
る
、
学
校

用
地
の
買
収
等
に
も
っ
と
活
用
さ
れ
た
い
。
区
政

の
．
長
期
展
望
の
年
成
を
強
く
要
望
す
る
。
短
期
実

施
計
画
だ
け
で
も
早
く
立
て
よ
。
事
務
整
理
を
行

い
、
人
作
費
を
節
約
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
組
織

づ
く
り
を
行
え
。
教
育
の
充
実
、
防
災
・
公
害
対

策
な
ど
、
安
全
な
町
づ
く
り
に
も
心
が
け
よ
、

嬢
　
き
め
細
か
い
施
策
に
力
を
入
れ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
明
党
ー
賛
成

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
い
か
に
し
て
住
民
へ

位
の
施
策
を
行
う
か
が
大
切
だ
．
な
央
算
で
は
、

一
応
の
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
、
さ
め
細
か
い

施
策
が
足
ら
な
い
。
総
合
計
画
を
新
し
い
も
の
に

練
り
置
す
べ
き
だ
。
区
民
に
よ
る
文
化
祭
を
開
催

す
る
な
ど
、
安
い
経
費
で
で
き
る
有
意
義
な
事
業

を
考
え
よ
。
保
育
園
建
設
・
入
園
規
準
の
改
善
、

老
人
な
ど
恵
ま
れ
な
い
人
の
施
策
、
公
共
用
地
の

効
率
活
用
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
夜
間
診
療
や
コ
ン

ビ
ュ
ー
タ
ー
険
診
の
実
施
、
幼
稚
園
に
人
れ
な
い

子
の
救
済
策
な
ど
、
わ
が
党
の
指
摘
し
た
点
を
今

後
期
待
し
て
賛
成
を
す
る
。

幟
》
　
　
　
　
大
企
業
奉
仕
の
誤
っ
た
決
算
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
産
党
ー
反
対

　
大
企
業
奉
仕
の
国
の
イ
ン
フ
レ
政
罐
が
、
地
方

財
政
の
危
機
に
拍
車
を
か
け
た
。
俺
野
区
政
の
予

算
は
、
こ
の
誤
っ
た
見
通
し
で
、
破
た
ん
し
た
総

合
計
圃
に
し
が
み
つ
き
、
策
定
さ
れ
た
、
第
一
に

必
、
要
と
す
る
区
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
こ

と
を
怠
っ
て
い
る
。
胴
賀
の
地
盤
沈
ド
の
補
償
交

渉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
大
企
業
と
対
決
す
る

姿
勢
が
全
く
な
い
。
関
係
住
民
を
無
視
し
た
再
開

発
計
画
、
道
路
・
町
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、
住
民

本
位
・
民
E
的
施
策
を
考
え
て
い
な
い
．
各
種
団

体
に
対
す
る
補
助
金
の
、
再
喰
討
も
さ
煩
げ
し
い
な
い
．

自
民
党
区
政
今
や
算
と
い
う
こ
と
で
反
対
す
る
。

⑤　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
党
－
賛
成

　
49
年
度
予
算
は
、
区
民
軽
視
の
姿
勢
が
見
ら
れ

た
の
で
、
わ
が
党
は
反
対
を
し
た
。
だ
が
新
区
政

に
な
っ
た
今
口
、
大
場
区
長
は
住
民
参
加
を
打
ち

出
し
た
。
そ
の
区
長
の
、
「
区
民
と
一
体
と
な
っ
て

施
策
を
進
め
て
い
く
」
と
い
う
基
本
姿
勢
を
高
く

評
価
し
、
本
案
に
対
し
て
与
党
と
し
て
賛
成
す
る
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
に
、
巨
額
な
費
用
を
投
じ
た

り
、
強
引
な
区
道
の
認
定
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
は
大
い
に
反
省
し
な
ノ
＼
て
は
な
ら
な
い
。

区
民
の
意
見
を
、
た
と
え
少
数
で
あ
っ
て
も
大
切

に
し
、
区
民
が
必
、
便
と
す
る
事
業
に
力
を
入
れ
て

も
ら
い
た
い
，
、

愈
　
新
し
い
計
画
を
百
も
早
－
つ
－
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
社
党
－
賛
成

　
本
決
算
に
賛
成
す
る
。
強
く
、
要
望
し
た
い
こ
と

は
、
執
行
計
画
を
予
算
編
嘆
前
に
籏
定
し
て
も
ら

い
た
い
，
決
算
は
、
た
だ
予
算
の
実
績
だ
け
で
な

く
、
各
種
計
画
の
成
果
を
見
ら
れ
る
よ
う
工
夫
せ

よ
．
効
嘱
的
な
体
制
を
ぜ
ひ
考
．
え
て
も
ら
い
た
い
．

児
童
行
政
な
ど
ぱ
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
散
さ
せ

ず
一
貫
し
た
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
学
区
域
の
編

戊
や
建
築
行
政
の
見
直
し
も
早
く
せ
よ
．
収
人
も

手
数
料
な
ど
の
ア
ッ
ブ
を
は
か
り
、
区
税
の
公
平

負
担
に
意
を
注
り
、
ρ
）
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
出
張

所
嚇
務
の
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
ー
利
哨
も
考
え
よ
。

轡
　
　
五
歳
児
は
す
べ
そ
教
育
の
対
象
と
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
所
属
！
賛
成

　
4
9
年
度
は
、
と
も
か
！
・
健
全
財
政
で
年
を
越
し

た
こ
と
は
上
出
※
だ
っ
た
と
は
思
う
。
し
か
し
内

容
的
に
区
独
自
の
教
育
施
策
が
欠
け
て
い
た
の
が

幾
底
．
心
だ
、
来
年
度
は
、
κ
歳
児
は
す
べ
て
何
ら
か

の
教
育
が
受
け
ら
．
れ
る
よ
う
考
え
よ
．
文
化
施
設

の
建
設
、
凸
少
年
対
策
、
家
庭
婦
人
の
教
養
の
向

ト
を
強
・
■
・
推
し
進
め
て
も
ら
い
た
い
、

⑳
違
反
建
築
の
取
り
締
り
を
徹
底
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
所
属
！
賛
成

　
建
築
行
政
に
ク
レ
ー
ム
か
多
い
。
指
導
を
強
化

す
る
方
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
　
ま
た
、
区
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
は
か
る
努
力
も
行
え
。
手
話
が
で

き
る
職
員
を
窓
口
に
配
置
し
、
出
張
所
の
居
．
休
み

を
交
代
勤
務
で
行
う
な
ど
、
職
員
組
合
と
も
よ
く

話
し
合
っ
て
い
け
。
ボ
ラ
ン
テ
r
ア
運
動
の
普
及

に
も
力
を
沌
い
で
も
ら
い
た
い
．



　
特
別
区
の
財
政
権
の
確
立
と
財
政
危
機

突
破
を
目
的
に
、
「
特
別
区
財
源
豚
傳
大
会
」

が
n
月
2
5
日
、
江
東
公
会
堂
で
開
か
れ

た
。
こ
れ
に
は
、
各
区
の
住
民
・
区
長
・

区
議
千
三
百
人
が
築
ま
り
　
世
田
谷
か
ら

も
「
自
治
権
を
広
げ
る
世
田
谷
区
民
の
会
」

会
員
、
区
議
な
ど
九
十
五
人
が
参
加
し
た
。

　
大
会
は
、
ま
ず
「
こ
と
し
自
治
権
が
拡

大
し
た
の
に
、
そ
の
襲
づ
け
と
な
る
財
源

が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
不
況
に
よ
る
税

減
収
と
重
な
っ
て
、
各
区
の
台
所
は
”
火

の
車
”
だ
」
と
窮
状
を
訴
え
た
。

　
そ
の
あ
と
、
次
の
よ
う
な
決
議
・
陳
情

鉢
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
員
一
致
で
採
択
。

　
九
百
一
万
庄
民
の
生
活
を
守
る
住
民
自
治

の
確
立
を
は
か
れ
々
と
い
う
力
強
い
大
会

宜
言
を
承
認
し
て
閉
会
し
た
。

O
地
方
税
の
減
収
分
を
す
ぐ
に
補
え

O
地
方
自
治
体
の
超
過
負
担
を
な
く
せ

O
都
と
特
別
区
の
交
付
税
方
式
を
改
曹
し
、

区
の
自
主
財
源
を
確
立
さ
せ
よ

O
区
民
の
身
近
な
仕
躯
は
す
べ
て
区
に
移

せ

二
十
三
特
別
区
財
源
獲
得
大
会

九
百
万
区
民
の
生
活
を
守
る
財
源
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
＼
、

自
治
体
の
財
政
危
機
　
　
　
、
覧

髭
篶
　
．
鹸

危
機
を
乗
り
越
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
は
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
意

標
語
の
垂
れ
幕
が
目
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
即
鵬

　
今
、
わ
れ
わ
れ
市

民
を
と
り
ま
く
緊
急

璽
要
問
題
は
、
公
害
、

物
価
、
福
祉
、
交
通

等
各
種
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
地
方
財
政
は
諸
事

業
の
基
盤
を
な
す
も
の
だ
け
に
、
そ
の
貧
困
打
開

は
最
も
緊
急
を
要
す
る
。

　
地
方
自
治
体
は
、
自
主
的
に
地
方
債
発
行
も
思

う
に
ま
か
せ
な
い
。
区
は
、
首
長
選
挙
権
や
若
干

の
事
業
移
譲
、
人
箏
権
な
ど
を
得
た
が
、
肝
心
の

財
政
の
盛
打
ち
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
本
当
の

自
治
体
と
な
る
た
め
に
は
、
国
と
自
治
体
と
の
財

源
配
分
の
手
直
し
、
自
治
体
の
実
情
に
即
し
た
財

政
制
度
の
確
立
、
自
治
権
限
の
強
化
拡
充
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
現
庄
の
国
と
地
方
自
治
体
の
業
務

割
合
、
税
配
分
の
比
率
は
、
前
者
は
三
分
七
分
、

後
者
は
七
分
三
分
と
な
っ
て
い
て
、
は
な
は
だ
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
聖
－
角
1
1
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　　区議会だより、または

　　　政全殼に対するご意見、

　　　ご要望をお憲せ下さい。

文
・
桜
井
正
信

絵
・
阿
伊
染
徳
美

を
思
い
だ
し
た
の
で
す
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
り
し

　
そ
の
日
は
、
晴
の
ち
雨
の
大
嵐
。
そ
の
あ
と

雷
が
庵
の
前
に
落
ち
た
H
で
す
。
ネ
コ
の
タ
マ

が
、
ぬ
れ
た
お
武
蜜
を
案
内
し
て
庵
に
招
き
い

れ
る
と
、
す
ぐ
大
イ
ナ
ズ
マ
と
大
音
が
な
り
、

太
い
松
が
焼
け
る
に
お
い
が
庵
に
た
ち
こ
め
た

の
で
す
。
お
殿
様
は
、
和
尚
の
ネ
コ
の
招
き
で
運

よ
く
い
の
ち
を
救
わ
れ
た
の
で
す
。
殿
様
は
こ

の
．
日
、
鷹
狩
り
を
貞
む
き
に
し
て
い
ま
し
だ
が
、

じ
つ
は
幕
府
か
ら
も
ら
っ
た
世
田
谷
の
新
領
地

の
検
分
に
、
お
し
の
び
で
出
か
け
た
の
で
す
。

　
そ
の
と
き
あ
や
う
く
災
難
を
救
っ
て
く
れ
た

ネ
コ
の
お
礼
に
と
、
和
尚
さ
ん
と
ネ
コ
を
よ
ん

だ
の
で
す
。
で
も
、
ネ
コ
は
和
尚
さ
ん
の
ひ
ざ

で
無
心
に
ね
む
り
こ
け
て
い
ま
し
た
。

　
殿
様
は
、
和
尚
さ
ん
に
弘
徳
庵
を
井
伊
家
の

お
寺
に
す
る
こ
と
と
、
以
後
庵
を
豪
徳
寺
と
改

め
大
そ
う
な
普
し
ん
に
と
り
か
か
ら
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
話
が
、
江
戸
八
百
八
町
に
つ
た
わ
り
、

ネ
コ
が
福
を
招
い
た
と
評
判
に
な
り
ま
し
た
。

ネ
コ
を
見
る
人
で
門
前
に
市
が
で
き
た
と
い
い

ま
す
。
江
戸
寛
永
1
0
年
の
世
田
谷
の
こ
と
で
す
。

　
　
、
、

合
理
な
実
状
で
あ
る
。

地
方
交
付
税
や
国
庵

支
出
金
な
ど
も
地
方

の
実
態
に
合
わ
な
い

問
題
も
あ
る
。

国
が
、
地
方
自
治

体
の
健
全
な
形
成
確

立
を
望
む
な
ら
、
従

来
の
中
央
輿
権
的
意

識
や
発
磐
嚢
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

貝
体
的
に
説
く
た
め
の
紙
幅
が
無
い
の
で
概
論
的

に
な
っ
た
が
、
社
会
実
憶
に
即
し
な
い
不
合
理
な

地
方
財
政
制
度
の
改
革
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
地

方
自
治
体
自
身
に
内
在
す
る
不
合
理
な
問
題
は
、

自
ら
正
す
内
部
努
力
を
す
べ
き
で
、
区
、
区
議
会
、

区
民
一
体
と
な
っ
て
、
こ
の
財
政
危
機
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
新
町
二
丁
目
2
！
1
1
　
山
田
級
重

『
区
議
会
だ
よ
り
』
は
朝
刊
に
折
込
ん
で
…

『
区
議
会
だ
よ
り
』
11
月
1
日
号
は
、
五
十
号
発

刊
特
集
と
し
て
、
区
長
さ
ん
は
じ
め
、
区
政
に
た

ず
さ
わ
る
か
た
が
た
の
ご
努
力
の
程
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
と
く
に
今
回
は
、
女
性
に
も
読
ま
れ

る
よ
う
に
と
の
お
心
づ
か
い
か
ら
、
主
婦
を
お
招

■
操
択
九
件

◇
宅
地
な
み
課
税
．
画
検
討
に
関

す
る
講
願
（
市
街
化
区
域
農
地
）

◇
訪
問
指
導
料
の
増
額
に
関
す

る
講
願

⑫

請
願
と
陳
餐

和
尚
さ
ん
の
ネ
コ
が

殿
を
招
く

　
む
か
し
、
い
ま
の
康
徳
寺
は
、
弘
徳
庵
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
霧

う
小
さ
な
お
寺
で
し
た
。
こ
の
お
寺
に
、
府
肖

獲
　
　
κ
　
￥
　
｝

　
　
　
￥

　
謎

当

さ
ん
が
た
い
そ
う
か
わ
い
が
っ
て
い
た
タ
マ
と
い

う
子
ネ
コ
が
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
目
、
み
す
ぼ
ら
し
い
こ
の
庵
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
サ
リ
い

に
ぎ
に
ぎ
し
い
お
鯉
篭
が
お
お
ぜ
い
の
侍
に
ま
も

ら
れ
て
、
和
尚
さ
ん
を
迎
え
に
き
た
の
で
す
。
和

尚
さ
ん
は
な
ん
の
こ
と
か
と
び
っ
く
り
。
目
を
ぱ

ち
く
り
し
て
、
け
げ
ん
な
顔
で
い
う
の
で
す
。

　
　
　
　
い
な
か

「
わ
し
は
田
舎
坊
主
じ
ゃ
、
駕
篭
に
な
ど
乗
る
身

分
で
は
な
い
。
な
に
か
の
ま
ぢ
が
い
だ
．
．
」

「
ネ
コ
搬
も
ぜ
ひ
お
つ
れ
し
て
と
の
こ
と
…
」

　
い
わ
れ
る
ま
ま
に
、
和
尚
さ
ん
が
駕
篭
に
乗
る

瀞

と
　
江
戸
の
桜
田
門
前
、
井
伊
家
の
上
屋

敷
に
つ
き
ま
し
た
。
屋
敷
で
は
、
殿
様
み

ず
か
ら
和
尚
さ
ん
と
ネ
コ
を
迎
え
、
和
尚

さ
ん
を
上
脛
に
う
や
う
や
し
く
す
え
、
た

い
そ
う
あ
つ
く
礼
を
い
い
ま
し
た
。

　
和
尚
さ
ん
は
は
じ
め
て
、
さ
て
は
あ
の

と
き
の
お
武
塚
は
殿
様
で
あ
っ
た
の
か
ー

そ
れ
に
し
て
も
な
か
な
か
気
品
の
あ
る
お

方
ー
と
、
つ
い
半
月
ほ
ど
前
の
で
き
む
と

◇
サ
ッ
カ
リ
ン
規
制
緩
和
に
反
対
す
る
諮
願

◇
中
央
簡
速
道
路
公
露
防
止
に
関
す
る
請
願

◇
区
道
交
通
規
制
（
一
方
通
行
）
に
関
す
る
請
願

（
奥
沢
二
丁
目
）

◇
大
型
自
動
晦
通
行
規
制
に
関
す
る
請
願
（
桜
一
丁
目
一
九

釆
…
ー
二
丁
目
一
轟
⇔
蕾
）

◇
区
道
改
修
に
関
す
る
請
願
（
八
幡
山
一
丁
目
、
明
大
グ
ラ

ウ
ン
ド
束
側
）

◇
道
路
の
舗
装
と
側
灘
の
新
設
な
ど
に
つ
い
て
の
講
願
（
奥

沢
三
丁
目
）

◇
丸
子
川
謎
岸
整
備
に
関
す
る
請
願
（
尾
山
台
一
丁
目
三
番

～
五
番
）

■
慧
見
付
採
択
七
件

◇
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
と
児
童
館
建
設
に
関
す
る
請
願
（
八
幡

山
小
学
区
域
）

◇
L
P
ガ
ス
販
売
業
者
救
済
に
関
す
る
請
願

◇
交
通
規
制
に
関
す
る
諮
願
（
砧
一
－
一
八
－
一
〇
付
近
）

◇
児
童
遊
園
・
公
園
の
建
設
に
関
す
る
講
願
（
北
沢
一
丁
目
）

◇
失
対
労
務
者
の
越
年
手
当
等
支
給
に
つ
い
て
の
陳
惜

◇
二
子
玉
川
小
学
校
運
動
場
用
地
買
収
に
関
す
る
請
願

◇
区
立
幼
稚
園
建
設
促
進
に
関
す
る
請
願
（
桜
丘
五
丁
目
）

■
取
下
承
認
四
件

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
五
丁
目
）

◇
コ
ー
ポ
ニ
カ
イ
ド
ウ
建
設
反
対
に
関
す
る
講
願

（
上
用
賀
五
丁
目
）

◇
渡
辺
ビ
ル
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
梅
丘
一
丁
目
）

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
憐
（
玉
堤
一
丁
目
）

田
新
規
付
託
分
　
三
十
三
件

私
立
幼
稚
園
児
保
護
者
へ
の
保
育
料
補
助
金
増
額
に
聞
す
る

講
願
無
認
可
幼
稚
園
児
保
譲
者
へ
の
就
園
奨
励
費
補
助
に
関
す
る

講
願
世
田
谷
区
文
化
財
保
護
条
例
制
定
な
ら
び
に
区
史
編
さ
ん
噴

業
継
続
に
つ
い
て
の
請
願

※
以
上
、
企
圃
総
務
委
囚
会
へ
付
託
。

学
璽
保
育
所
新
設
に
関
す
る
請
願
（
笹
原
・
桜
丘
小
学
校
区
）

京
王
線
千
歳
罵
山
駅
改
趨
に
関
す
る
請
願

精
神
薄
弱
者
（
児
）
の
福
祉
年
業
所
（
実
習
ホ
ー
ム
）
設
置

に
関
す
る
請
願

原
爆
被
爆
者
扱
護
に
関
す
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒

※
以
上
、
区
民
厚
生
委
員
会
へ

付
託
。

車
両
通
行
反
対
の
請
願
（
烏
山

団
地
中
央
道
路
）

樹
林
保
存
に
関
す
る
請
願
（
三

宿
二
丁
目
二
七
番
二
八
号
、
法
務
省
三
宿
寮
敷
地
）

騒
時
振
動
取
締
り
に
関
す
る
請
願
（
下
馬
五
丁
目
二
三
番
、

山
田
建
設
資
材
置
場
）

騒
爵
振
動
取
締
り
に
関
す
る
講
願
（
下
馬
五
丁
目
二
三
番
、

浅
野
建
設
賓
材
置
場
）

井
の
頭
線
ド
北
沢
駅
付
近
ガ
ー
ド
改
修
に
関
す
る
講
願
（
騒

音
防
止
）

※
以
上
、
環
焼
衛
生
委
員
会
へ
付
託
。

区
道
拡
幅
と
ド
水
整
備
に
開
す
る
陳
情
（
喜
多
見
七
丁
目
二

四
番
滝
下
僑
～
二
九
番
雁
追
橋
）

失
対
労
務
者
の
越
年
手
当
等
支
給
に
つ
い
て
の
陳
惰

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
慨
（
砧
六
丁
目
第
二
砧

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ム
）

社
員
寮
等
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情
（
砧
四
丁
目
）

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
の
講
願
（
南
鳥
山
三
丁
目
、
芦

花
公
園
マ
ン
シ
ョ
ン
）

日
比
谷
モ
ー
タ
ー
ス
高
膚
建
築
改
善
に
関
す
る
陳
情
（
玉
川

台
二
丁
目
一
一
番
三
号
）

側
溝
改
善
獲
備
に
関
す
る
請
願
（
瀬
田
五
丁
目
三
五
番
六
～

七
量
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
五
丁
目
）

　
二
件

南
烏
山
マ
ン
シ
ョ
ン
（
仮
称
）
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

（
南
鳥
山
一
丁
目
八
幡
山
ボ
ー
リ
ン
グ
場
跡
地
）

失
対
解
業
就
労
者
越
年
手
当
等
支
給
に
関
す
る
講
願

失
対
邪
業
就
労
者
年
末
手
当
等
支
給
に
関
す
る
講
願

外
郭
環
状
高
速
道
路
反
対
に
関
す
る
請
願

磯
崎
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情
（
松
原
一
丁
目
）

※
以
上
、
建
設
委
員
会
へ
付
託
。

区
立
図
欝
館
運
営
に
つ
い
て
の
陳
情

区
立
中
町
幼
稚
園
隣
接
地
買
収
に
関
す
る
請
願

住
民
の
学
習
と
読
轡
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
講
願

区
立
松
沢
小
学
校
運
動
場
用
地
買
収
に
関
す
る
請
願

世
田
谷
区
文
化
財
保
護
条
例
制
定
な
ら
び
に
区
史
編
さ
ん
窮

業
継
続
に
つ
い
て
の
請
願

世
田
谷
区
総
合
文
化
会
館
（
仮
称
）
建
設
予
定
地
貸
与
に
関

す
る
謂
願

船
橋
中
学
校
校
庭
面
積
維
持
に
関
す
る
請
願

※
以
上
、
文
教
委
員
会
へ
付
託
。

き
し
、
よ
い
意
見
を
た
く
さ
ん
出
し
て
い
た
だ
い

た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、
夕
刊
折
込
み
の
O
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
一
人
ぐ
ら
し
で
夕
刊
を

と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
も
し
夕
刊
折
込
み
に

な
る
と
、
区
政
そ
の
他
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で

－
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
今
ま
で
ど
お
り
に
し
て
、
淋
し

く
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
鳥
山
の
一
住
民

　
（
係
か
ら
）
折
込
み
会
社
へ
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、

「
現
在
、
夕
刊
折
込
み
の
体
制
が
で
き
て
い
な
い
。

朝
刊
に
間
に
合
わ
な
い
と
き
な
ど
に
、
た
ま
た
ま

夕
刊
に
入
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　L／一」！一1

■
前
号
の
訂
正

　
前
号
掲
載
の
区
民
座
談
会
の
写
真
説
明
中
、
岡

村
氏
、
木
藤
氏
の
順
が
逆
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

わ
び
い
た
し
ま
す
。

○
や
っ
と
市
な
み
に
な
っ
た
の
に
、
世
田
谷
区
は

ど
う
し
て
お
金
が
足
ら
な
い
の
か
…
。
区
の
財
政

の
し
く
み
を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
一
ぺ

ー
ジ
の
記
事
を
企
画
し
ま
し
た
。

○
折
も
折
、
国
鉄
な
ど
の
“
ス
ト
権
ス
ト
”
や
二

十
三
区
合
同
の
か
財
源
獲
得
大
会
”
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
会
期
中
は
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
で
し
た
。

○
区
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
憐
も
ふ
え

て
い
ま
す
。
区
議
会
で
は
、
連
日
の
よ
う
に
委
員

会
を
開
き
、
こ
れ
ら
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

○
審
議
の
も
よ
う
は
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
開
催
日
な
ど
の
お
問
合
せ
は
、
区
議
会
事
務

局
姻
一
二
一
内
線
”
謝
～
鵬
“
へ
ど
う
ぞ
。

0
3
月
に
は
、
新
区
長
が
、
初
め
て
手
が
け
る
51

年
度
予
算
の
定
例
会
が
開
か
れ
ま
す
。
区
政
に
対

す
る
O
意
見
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


	01
	02
	03
	04



